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研究成果の概要（和文）：年代が明確な日本最古の人骨が出土した沖縄県石垣島の白保竿根田原洞穴遺跡の後期更新世
～完新世の堆積物から産出した哺乳類遺体の系統分類学・生層序学的研究を行って、この遺体群集の内容や特徴を明ら
かにし、石垣島における哺乳動物相の変遷史を明らかにした。後期更新世の動物群はすでに島嶼型の特徴をもち、それ
は更新世／完新世境界でも変化せず、完新世前期まで維持された。完新世後期になって多くの種類が絶滅し、現在の貧
弱な動物相になった。石垣島の動物相の変遷を琉球列島の他の島や日本本土、台湾の同時期のものと比較した結果、後
期更新世とそれ以降の石垣島は、それらの地域から海で隔てられ、孤立した環境にあったと考えた。

研究成果の概要（英文）：The Shiraho-Saonetabaru cave site yielded the oldest human bone in Japan reliably 
dated by the radiocarbon method. The site has stratified sediments of Late Pleistocene to Holocene age, 
which bear abundant non-human mammal remains. The study of the remains has revealed the faunal history of 
land mammals on Ishigaki Island from the Late Pleistocene to Holocene. The Late Pleistocene fauna was of 
insular type, and is predominated by small mammals and wild boar. The fauna was not changed through the 
Pleistocene/ Holocene boundary, and the features of the Late Pleistocene fauna persisted in the early 
Holocene fauna. The fauna was changed greatly by the extinctions in the late Holocene. The 
above-mentioned faunal history on Ishigaki Island has been compared with those on other islands of the 
Ryukyus, in mainland Japan, and in Taiwan. The comparisons indicate that Ishigaki Island has been 
isolated by the sea from the compared areas in the Late Pleistocene onward.

研究分野： 文化財科学
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+１．研究開始当初の背景 
（1）沖縄県石垣島の新空港建設地内では、

2006 年から洞窟の調査が行われてきたが、
調査された洞窟の一つから哺乳類遺体や
考古遺物、それに人骨が発見された。人骨
については、それを試料として加速器質量
分析法による放射性炭素年代測定が行わ
れた。その結果、人骨の中に 2 万年前を越
える旧石器時代の年代を示すものがある
ことが判明し、旧石器時代人骨の少ないわ
が国では非常に重要な発見として大きな
話題となった。このニュースは、2010 年 2
月に NHK テレビや新聞各紙に大きく取り
上げられたほか、洞窟調査の結果や人骨と
その年代についての研究結果がほぼ同時
に学術雑誌に掲載された（Nakagawa et al,. 
2010）。日本本土では、三ケ日人骨や牛川
人骨などが旧石器時代人骨として有名で
あったが、最近になって放射性炭素法によ
る新たな年代測定や人骨の形態の再検討
などによって、浜北人骨の一部を除いて旧
石器時代人骨とは言えないということが
明らかになった（Matsu’ura and Kondo, 2001
など）。浜北人骨の古いものでもその年代
は約 1.8 万年前で、上述の石垣島のものよ
り新しい。一方、琉球列島では港川遺跡な
どで旧石器時代人骨とされるものが報告
されているが、それらの年代はすべて人骨
で直接測定されたものではない上に、人骨
の包含層の層序や、年代測定試料と人骨の
同時性などに疑問があった。そのような疑
問のあるものを除くと、石垣島で発見され
た旧石器時代の年代を示す人骨は、年代が
明確な日本最古の人骨ということになる。 

 
（2）このような発見の重要性と新空港建設
による破壊の恐れから、沖縄県立埋蔵文化
財センターは人骨の発見された洞窟を「白
保竿根田原洞穴遺跡」と呼んで、2010 年 8
月～10 月に緊急発掘調査を実施した。発掘
調査の結果、この遺跡には後期更新世から
完新世に至る連続した堆積物があり、その
中には人骨や考古遺物のほかに大量の哺
乳類遺体が含まれていることが明らかに
なった。この緊急発掘調査の成果は速報と
して山崎ほか（2010）などで報告されてい
る。緊急発掘調査以後に新空港は開港した
が、同センターによる発掘調査はその後も
行われている。これらの発掘調査で得られ
た哺乳類遺体は膨大な量で、しかも精密な
発掘調査で得られたものであり、産出層準
が明確で、さらに多くの年代測定値から各
層準の年代が明らかにされているので、そ
れまでの不明確であった石垣島の後期更
新世から完新世にかけての哺乳動物相の
詳細な復元が、それらを研究することによ
って可能になることが期待された。また、
そのようにして復元された動物相を琉球
列島の他の島や日本本土・台湾の同時期の
動物相と比較することによって、それまで

よくわかっていなかったそれらの相互関
係を明らかにすることが可能になると考
えられた。 

 
２．研究の目的 
（1）沖縄県石垣島の白保竿根田原洞穴遺跡
では、2010 年の発掘調査で層序や年代が明
らかになった後期更新世から完新世にか
けての堆積物の各層準から膨大な量の哺
乳類遺体が得られている。さらに、その後
に行われた同遺跡の追加調査でもかなり
の数の哺乳類遺体が得られた。それらの遺
体の詳細な系統分類学的研究の結果と、そ
れぞれの遺体の正確な産出層準の記録に
各層準の豊富な年代データを組み合わせ
ることによって、石垣島における後期更新
世以降、現在までの哺乳動物相の変遷史を
高い精度で復元するこが可能である。一方、
石垣島でのこれまでの哺乳類遺体（化石）
の研究は、遺体の包含層の年代のデータが
欠けていたり、産出層の層序が不明確であ
るばかりか、遺体の系統分類学的研究もき
わめて不十分な状態にあった。したがって、
本研究では上述のような精度の高い復元
を行って、従来のこの島の哺乳類遺体研究
を格段に進歩させることを目ざしている。 

 
（2）そのような石垣島での精度の高い研究
の結果を、さらに琉球列島の他の島々や日
本本土、それに石垣島から地理的に近い台
湾の同時期の動物相と比較することによ
って、石垣島での後期更新世から現在にか
けての動物相の変遷史の特徴をより明確
にし、石垣島と琉球列島の他の島々の間で
の同時期の動物相の関係や、それらの島々
と日本本土や台湾の同時期の動物相の関
係を明らかにすることを目ざす。さらに、
そのような動物相の比較にもとづいて、後
期更新世から現在にかけての古環境や古
地理の変遷を、日本本土から琉球列島を経
て台湾に至る東アジアの島嶼という広い
視点から議論することを目ざす。 

 
３．研究の方法 
（1）石垣島の白保竿根田原洞穴遺跡の発掘
調査では、この遺跡の堆積物の各層準から
大量の堆積物が採取され、それを目の細か
い篩を用いて水洗処理することによって、
小型のものから大型のものまで、すべての
種類の哺乳類遺体が採取された。それらの
哺乳類遺体の系統分類学的研究を行うと
ともに、それぞれの遺体の産出層準の記録
を整理し、各種類の生層序学的分布を明ら
かにした。各種類の系統分類学的研究にあ
たっては、日本本土や琉球列島、中国、台
湾などで採集された哺乳類の現生および
化石標本との直接比較やデータの詳しい
比較を行って、各種類の正確な系統分類学
的位置を決めるという方法で研究を行っ
た。 



 
（2）そのような白保竿根田原洞穴遺跡の哺
乳類遺体研究と並行して、その結果を比較
するために琉球列島の他の島々や日本本
土、それに台湾の後期更新世と完新世の哺
乳類遺体（化石）とその産出層についての
研究を行った。琉球列島では主に宮古島、
伊良部島、沖縄本島で、日本本土では主に
青森県下北半島、岩手県北上山地、広島県
帝釈峡、山口県秋吉台で、台湾では主に南
部の菜寮と墾丁で調査・研究を行った。 

 
（3）石垣島を含む琉球列島と日本本土、台
湾の後期更新世～完新世の古地理や古環
境を復元するためのデータ収集を、地質学
が専門の連携研究者（三田村宗樹）と古植
物学が専門の連携研究者（百原 新）の協
力を得て行った。 

 
（4）上に述べたように本研究では単に石垣
島の 1 遺跡のみを扱うのではなく、そこで
明らかになった動物相の変遷史を、日本本
土から琉球列島を経て台湾に至る東アジ
アの島嶼の動物群の変遷の一環としてと
らえることによって、より広い視野からの
考察を試みる。さらに、そのような広い地
域の古環境や古地理のデータも考慮に入
れて、より広範な議論を行うように努めた。 

 
４．研究成果 
（1）石垣島の白保竿根田原洞穴遺跡では、
出土した人類以外の哺乳類遺体の系統分
類学的研究によって、その遺体群集の内容
が明らかになった。遺体群集の中で、属・
種レベルまで同定できたものには、トガリ
ネズミ形目が 1 種類、翼手目が 5 種類、齧
歯目が 3 種類、食肉目が 1 種類、偶蹄目が
2 または 3 種類あることがわかった。それ
らの層序分布をまとめることによって、後
期更新世～完新世の石垣島の哺乳動物相
の変遷史を明らかにすることができた。そ
のような研究成果はこの遺跡の発掘調査
報告書にまとめたが（沖縄県立埋蔵文化財
センター編、2013）、この報告書では遺跡
発掘の記録や考古学・人類学関係の研究が
多くを占め、哺乳類遺体の系統分類学的研
究の詳細な内容を掲載する十分なスペー
スがなかったために、そのような詳細な内
容は、その後の研究で得られた成果と合わ
せて、種類ごとの記載論文や古生物学的観
点を中心とした論文にまとめて、それぞれ
別個に発表することにした。 

 
（2）白保竿根田原洞穴遺跡の哺乳類遺体群
集の研究で明らかになった石垣島の後期
更新世～完新世の動物群は島嶼型のもの
であり、イノシシより大きな哺乳類も欠き、
小型哺乳類とイノシシ属を主体とする動
物群であるが、その中で非飛行性のものの
種類数が少ないという特徴をもっている。 

 
（3）白保竿根田原洞穴遺跡の堆積物に含ま
れていた哺乳類遺体の中で、特に出土数が
多かったのは翼手目のカグラコウモリ属
と齧歯目のシロハラネズミ属、それに偶蹄
目のイノシシ属であり、それらは完新世の
層準の最上部を除いて、後期更新世～完新
世の各層準から豊富に出土した。そのうち、
シロハラネズミ属はこれまで日本では現
生・化石を通してまったく知られていない
種類であり、その詳細な系統分類学的研究
を国内や中国、台湾の博物館や研究機関で
保管されているこの属の現生標本や化石
標本との比較をもとに行った。その結果、
この遺跡のものはそれら比較したものと
は異なる特徴をもつ種であることが明ら
かになった。また、シロハラネズミ属は石
垣島で後期更新世とそれ以降の長い期間
にわたって優勢であったが、完新世の後期
になってそこで絶滅してしまったことが
明らかになった。もう一つの優勢な種類と
してイノシシ属をあげたが、それには大型
のものと小型のものの 2 種類が含まれてい
る可能性が考えられた。同様にイノシシ属
に 2 種類あることが、地理的に比較的近い
宮古島で本研究の一環として行った完新
世前期の哺乳類遺体の研究でも明らかに
されており（宮古島市教育委員会編、2015）、
それとの関連で非常に興味深い。 

 
（4）白保竿根田原洞穴遺跡の遺体群集の中
で、出土数は多くないが興味深い種類に、
ネコ属、ハツカネズミ、クマネズミ属があ
り、ネコ属については後期更新世と完新世
の両方の層準から産出している。野生のネ
コとしては西表島に現在生息しているイ
リオモテヤマネコが有名であるが、それと
近似の種類が後期更新世以降ずっと石垣
島にも生息していて、それが完新世後期に
は絶滅してしまったことが推定される。ハ
ツカネズミについては、日本で初めての確
実な化石記録で、このネズミが完新世前期
にはじめて石垣島に現れ、その後しばらく
は土着のシロハラネズミ属と共存してい
たことが明らかになった。一方、クマネズ
ミ属はこの遺跡の完新世後期の層準には
じめて現れるが、それはクマネズミやドブ
ネズミのような住家性の種に対応するも
のである。その出現とシロハラネズミ属の
絶滅には関係があるらしい。シロハラネズ
ミ属とハツカネズミやクマネズミ属の関
係は島嶼における哺乳類の絶滅という問
題とも関連が深いので、本研究の研究協力
者がその内容を国際誌に論文として発表
した（Kawamura，2015）。 

 
（5）白保竿根田原洞穴遺跡の後期更新世～
完新世の遺体群集の研究によって、石垣島
におけるこの時期の動物群変遷の詳細が
明らかになり、それは生層序研究に利用す



ることも可能で、このような成果により、
石垣島の古生物研究にこれまでになかっ
た確固とした基準を作ることができたと
考えている。この基準を用いることによっ
て、これまで石垣島で報告されている断片
的な、あるいは時代推定の根拠のない化石
記録に意義を与えることができた。その一
例として次のことがあげられる。白保竿根
田原洞穴遺跡の発掘地の堆積物には、上に
述べたように多くのイノシシ属の遺体が
含まれていたが、シカ類はまったく見られ
なかったことから、これまで石垣島で報告
されているシカ類のみ、あるいはそれを中
心とした化石群集はそれより古いもので
あり、石垣島ではシカ類が絶滅した後に、
イノシシ属を主体とした群集に移り変わ
ったと考えることができるようになった。 

 
（6）世界各地で動物相に大きな変化があっ
たとされる更新世／完新世境界付近（2～1
万年前）に、石垣島ではさほど大きな変化
がなかったことが、白保竿根田原洞穴遺跡
での上記のような研究で明らかになった。
大きな変化は、むしろ比較的最近の時代、
つまり完新世後期に起こったらしい。この
ようなことから、更新世／完新世の境界の
石垣島では、環境変化や人類活動の影響が
さほど激しいものではなく、むしろ完新世
後期の人類活動が動物相に大きな影響を
与えたのではないかと考えた。 

 
（7）石垣島での動物群の変遷の特徴をより
明確にし、環境変化や人類活動との関係を
考えるためには、この島だけに限らず東ア
ジアの島嶼という広い視野でとらえるこ
とが必要であることは当初から想定して
いた。そこで白保竿根田原洞穴遺跡の動物
群と比較するために、他地域の後期更新世
～完新世の動物群についても研究を行い、
オリジナルなデータの収集を行った。また
従来の研究の成果を、文献などをもとに収
集するという研究活動も行った。 

そのような他地域の中では、まず琉球列
島の他の島（宮古島、伊良部島、沖縄本島
など）の同時期の動物群との比較を行った。
宮古島と伊良部島は地理的に近い位置に
あり、ほぼ同じ動物相がこの時期に存在し
ていたと考えられるが、それを石垣島のも
のと比べると飛行性の種類（翼手目）は互
いによく似ているが非飛行性の種類は大
きく異なっていることが明らかになった。
このことが、石垣島とこれらの島々は後期
更新世～完新世の長い期間、ずっと海で隔
てられていたと考えられる。宮古島と伊良
部島での研究成果の一部や、宮古島と石垣
島の動物群の比較については、すでに学会
発表や論文として公表している（「５．主
な発表論文等」参照）。 
沖縄本島のこの時期の動物群との比較

でも、同様の結果が得られ、飛行性の種類

は石垣島のものとよく似ているが、非飛行
性の種類は互いに大きく異なることが明
らかになった。このことも両島がこの時期
に海でずっと隔てられていたことを示す
ものと考えた。 

  また、宮古島や沖縄本島でも更新世／完
新世境界には動物相に著しい変化がない
ことが明らかになり、その状況は石垣島の
ものとよく似ていることがわかった。 

 
（8）日本本土の動物相との比較では、「３．
研究方法」で述べた 4 地域を中心に研究を
行った。従来、宮古島の後期更新世の動物
群にはツンドラハタネズミ、ノロジカとい
ったユーラシア大陸北部～最北部の要素
が含まれ、それらは大陸から台湾、石垣島
を経由して渡来したという説があった。こ
の説によれば東アジアではそのような「北
方系の動物」が後期更新世に著しく南下し
て低緯度の宮古島まで達したことになる
が、そのような「北方系の動物」は本州最
北部の尻労安部洞窟遺跡や本州西部の帝
釈峡遺跡群の動物群など日本本土の動物
群にはまったく見られない。日本本土の動
物群は石垣島や宮古島のものと比べると、
非飛行性の哺乳類だけでなく、飛行性のも
のまで大きく異なっていることがわかっ
た。このような研究と関連して行った日本
本土の後期更新世～完新世の動物群の研
究成果の一部は、地域ごとにまとめて研究
発表や論文などで公表している（「５．主
な発表論文等」参照）。宮古島の「北方系
の動物」は、石垣島の同時期の動物群や日
本本土のものにはまったく見られず、それ
は単に同定や分布の解釈の誤りにものづ
くもので、「北方系の動物」の著しい南下
はそれをもとに作られた誤ったシナリオ
であると考えている。 

  日本本土では更新世／完新世境界にゾ
ウ類、オオツノジカ類、ニホンムカシハタ
ネズミなどかなりの数の哺乳類が絶滅し、
動物群に変化が見られることが、今回の研
究でも確かめられた。そのことから、石垣
島や他の琉球列島の島々での絶滅とは、時
期や様相に大きな違いがあることが明ら
かになった。 

 
（9）台湾でも、後期更新世～完新世の動物
群の研究を行った。まだ予察的な段階であ
るが、台湾のその時期の動物相は石垣島の
ものとは大きく異なり、この時期の石垣島
と台湾はやはり海で隔てられていた可能
性が高いという結果が得られている。台湾
と石垣島など琉球列島の島々の動物相の
関係については、論文にまとめて国際誌に
投稿した。 
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